
 

 

 

平成 30 年度 愛知県自転車安全教育指導員 講習会 ＯＳＣＮ参加レポート 

  

一財 愛知県交通安全協会が主催している 自転車安全教育指導員講習会にＯＳＣＮから 1 名が参加して参りまし

た。自転車を安全に利用するための指導員養成を目的として、天白区平針にある愛知県運転免許試験場内で、毎年、 

開催されております。講習会は 1 日、雨天予想の影響で、午前に自転車実技講習、午後に講義が実施されました。 

以下、岩瀬美帆さんの研修会レポートをご覧ください。 

 

＊＊  講習会 概要  ＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

日にち  ：  2018 年 6 月 10 日（日） 午前 9：30～午後 2 時 30 分（※雨天予想により実技を午前中実施） 

参加者  ：  岩瀬 美帆 (OSCN 理事) ※尾張旭市役所・守山尾張旭交通安全協会経由での選出者として参加 

参加者数： 約 35 名 

参加資格： 県内各地域 交通安全協会職員・小中学校教諭・交通指導員・行政・警察・自転車販売店関係者等で、指

導力に優れ、交通安全教育活動に協力できる人  

場所    ： あいち自動車学校（名古屋市北区）※（一財）愛知県交通安全協会経営 

        （講義）学校室内 、（自転車実技）二輪車教習コース 

目的  ： 自転車の安全な乗り方の指導員を養成し、自転車利用者に対する自転車安全教育を推進し、その指導員を 

       通じて自転車の安全な、かつ、正しい乗り方を普及徹底し、自転車事故の防止を図ることを目的とする。 

講師等 ：（講義）愛知県交通安全協会、愛知県警察本部交通総務課安全教育担当者 

      （実技）愛知県交通安全協会交通安全普及所講師 

講習会内容： レポート中に記載 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

☆ 平成 30 年度自転車安全教育指導員講習会受講レポート ☆ 

 

当日は、いつもは平針試験場で行われるのですが、今年は駐車場の都合であいち自動車学校で行われたためか、 

35 名の参加で、例年の半分くらいの参加者だったそうです。参加者の方々は交通指導員さんや市役所の方が 

ほとんどでした。 

 

講義内容は、（１）自転車の交通事故の現状、（２）自転車関係法規、（３）自転車事故対策、（４）自転車の安全整備

点検制度（TS マーク）、（５）自転車実技などを学びました。以下、簡単なレポートと感想です。 

 

● 交通事故の現状とルール等の主知徹底の必要性 

交通事故の現状では、死者では高齢者が占める比率が高く、負傷者では高校生が多いそうです。 

また、近年電動アシスト自転車での事故が増えており、車体が重い、簡単にスピードが上がるなどの点から、 

急にとまりにくいことに原因があるのではとのことでした。 

自転車死者の 8 割が信号無視、一時不停止、横断等の交通違反が認められるそうです。 

信号無視はしてはいけないのは、みなさん知っていると思いますが、一時不停止などは、自転車だから止まれの標示が 

あっても関係ないと思っている方も多いのではないかと思います。 



あたり前のように思っていることでも、おろそかになっていることもあると思うので、交通ルールを周知徹底するこ

とはとても大事なことだと思いました。一方通行の道路でも、自転車は反対方向に進むことができるのですが、 

車の進行方向には標識がありますが、反対方向には止まれの標示がないので、そういったことを知らない方も多いので

はないかと思います。 

自転車で事故をおこした場合の損害賠償については、坂道の事故で親に対して 9500 万円の賠償、愛知県内でも 1000

万以上の損害賠償がいくつかあったそうです。定期的な整備点検、自転車の保険の大切さも皆さんに知っていただきた

い内容でした。 

● 自転車運転実技講習 

実技は、あいち自動車学校のコースを使って行われました。後方確認をしてから、右折、左折、停止の合図をしなが

ら走行するのはむずかしく、私も含め、皆さんふらついておられました。 

特に右折の時手信号で進むのは、逆に危ないこともあるのではないかと思いました。 

講師の方も、あくまで基本なので、手信号等は必ず行わなければならないということではないとのことでした。 

小さい子や高齢者は特にふらついてしまったりして危ないのではと思いました。ただし、一時停止や左右確認、乗車す

るときの後方確認はとても大切だと感じました。 

● 講習会 全体を通して 

実技も通して、実際の道路を考えてみると、自転車が走るべき車道の左側端は構造上、アスファルトとコンクリート

で出来ており、段差があるため危ないと思います。自転車が走りやすい道路が整備されてほしいと思いました。今回の

講習で学んだ事は、小学生、高校生の子を持つ親としては他人ごとではなく、講習内容はとても勉強になりました。家

に帰り子供たちとも話をしました。良い機会をいただき、ありがとうございました。 

以上レポート終わります。 

交通教育 NPO OSCN じてんしゃスクール 岩瀬 美帆 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊ 

www.oscn-school.org 


